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[緊急レポート]

インターネットにつながっていなければPCで

はない。そういわんばかりである。そんな完全

装備の次世代オペレーティングシステムがウィ

ンドウズ98だ。

すべてのリソースを単一の操作で扱えるよう

にし、緻密にインターネットと統合化された環

境は、使えば使うほどインターネットにつなが

っていることを忘れさせる。新しい機能の多く

は、すでに出荷済みのインターネットエクスプ

ローラ4.0xによって実現されているため、ルッ

ク＆フィール的にはさほど目新しさを感じるわ

けではないが、その統合度がさらに高まってい

ることを実感できる。

今回は配布されたばかりの日本語版ベータ3

を見ながら、この新しいOSの概要をレポート

したい。ベータ3は最後の評価バージョンとな

るもので、2月に募集された早期評価プログラ

ムに当選したユーザーには3月から配布開始、

また、MSDNのプロフェッショナルサブスクリ

プションの購読者、そして、昨年暮れに東京

で開催された「Professional Developers

Conference」の参加者にも配布される。

このバージョンのシステム要件は、CPU

i486/66MHz以上、メモリー16Mバイト以上、

ハードディスク260Mバイト以上の空き容量と

なっている。ウィンドウズ95のシステム要件

は、CPU i486SX以上、メモリー8Mバイト以

上だったことを考えると多少負荷が高くなって

いる。ただし、インストールに必要なハードデ

ィスクの容量は製品版ではより少なくなる予定

だという。同じ環境のマシンであれば、現行の

ウィンドウズ95と同等あるいはそれ以上の速

度でアプリケーションを動かすことをゴールに、

最終的なチューンナップが続いている。

ウィンドウズ95からのスムーズなアップグレ

ードを保証し、より使いやすく、そして、パフ

ォーマンスを向上させ、信頼性を高めたうえで

新しい数々のハードウェアテクノロジーにも対

応した最新OSとしてのウィンドウズ98。ウィ

ンドウズ95の出荷から、ほぼ3年ぶりのメジャ

ーバージョンアップである。ちなみに、発売時

期は「この夏」とだけ表明されている。

この緊急レポートではウィンドウズ98に搭載

される新機能を「パーソナル」、「エンタープラ

イズ」、「モバイル」の3つの分野に分けて解説

する。もちろん、本誌の読者の方々がもっと

も気になる「ネットワーク」に関連する新機能

はすべて網羅した。

最新のネットワーク機能満載!

▼
山田祥平これが

ウィンドウズ

98だ！
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「ウィンドウズ」と一言でいっても、95、

NT4.0ワークステーション、NT4.0サーバ

ー、そしてCEと、数多くのOSが存在する。

このラインアップに新たにウィンドウズ98

が加わるわけだ。さまざまな新機能を紹介

する前に、ウィンドウズ98の位置づけに迫

ってみたい。今年の夏にリリースされた際に、

自分はこれを買ってバージョンアップするべ

きか、それともその必要がないのか。その答

えがここにある。

ウィンドウズ9xシリーズの最終版

マイクロソフトは、すべてのユーザーが、ウ

ィンドウズ98を使うことを推奨しているわけで

はない。ご存じのように、同社には、一般的

なPCで使われることを想定したOSとして、ウ

ィンドウズNT 4.0ワークステーションもあり、

これまではビジネスユースにはそちらを使うよ

うにという提案をしてきた。そして、ウィンド

ウズ98の出荷後もこの方針は変えないという。

ウィンドウズ98のスーパーセットとなることが

分かっているウィンドウズNT 5.0のリリースが

後に控えていることを考えれば、ここでビジネ

スユーザーに98への移行をすすめることは、か

えって負担を強いることになることが分かって

いるからだ。

将来的には、9x系のウィンドウズには、NT

と同じカーネルが使われることになっているの

で、過去の資産を引き継ぐものとしての牽引

役を担ってきたレガシーなウィンドウズはこの

98が最後となる。

サーバーにはウィンドウズNTサーバーと、そ

の脇を固めるバックオフィス群、クライアント

には、ウィンドウズ9xやウィンドウズNTワー

クステーション、そして、ウィンドウズCEを

搭載したHPCやPalmPC、そしてAutoPCな

どまでをラインアップするマイクロソフトのウ

ィンドウズ戦略は、情報にアクセスする際には

必ずウィンドウズが使えることを保証しようと

いうものだ。

“すべての家庭にPCを”構想に向けて

さらに、マイクロソフトはウィンドウズ98で

コンシューマーを強く意識し、PCの本格的な

家庭への浸透を推し進めようともくろんでい

る。パソコンがこれだけ普及したとはいえ、そ

の大部分は企業ニーズによるものだ。一般家

庭で使われている台数はまだまだ多いとはいえ

ない。米国と日本を比べると、多少の事情の

違いはあるものの、TCO、ゼロアドミンといっ

たコンセプトを提唱し、企業のほうばかりを向

いているように見えたマイクロソフトが、次は

一般コンシューマーに目を向けようとしている

のが分かる。

残念ながら、英語版には標準添付されるも

のの、日本語版では先送りにされたブロードキ

ャストPCアーキテクチャーなどはその典型で、

テレビとPC、そしてインターネットとの融合

を狙ったものだ。過去においては、日本でもテ

レビ機能付きの一体型PCが流行った時期が

あったが、今ではすっかりすたれている。きっ

と、時期尚早だったということなのだろう。

PCのハードルが低くなる

ウィンドウズ98から本格的にサポートが始

まるIEEE 1394やUSBなどの新しいテクノロ

ジーは、コンピュータに不慣れなユーザーにと

っての福音であり、その普及が待たれていた

が、OSのサポートが不十分だったことがその

浸透を妨げていた。が、今後はウィンドウズ

98の登場によって対応デバイスがどんどん出

てくることになるだろう。

今までコンピュータに見向きもしなかった層

がPCを手に入れたいと思うようになり、より

現実的な射程距離に置くかどうか。それは、

ウィンドウズ98の健闘次第といえる。ウィン

ドウズ95がやろうとして結局はできなかったこ

とである。

ウィンドウズ98の位置づけ

今、明らかになる
ウィンドウズ98の

位置づけ
ファミリーユーザーは98

ビジネスユーザーはNT5.0

Windows NT Server  

Windows 98

コンシューマー 

エンタープライズ 

家電 

Windows CE

PalmPC
HPC

AutoPC

Windows NT Workstation 
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家庭でパソコンを使うユーザーが、家

族で1台のマシンを共有する場合に便利

なログオン方式だ。ユーザー名が一覧の

形で表示され、その中から任意のものを

選んだうえでパスワードを入力すると、

通常のウィンドウズログオンができると

いうものだ。実は、この機能はIE4をセ

ットアップすると同時に導入され、ダイ

アルアップアダプターなど、ネットワー

ク関連の設定が

あるとうまく作

動しないという

不具合があった

のだが、ウィン

ドウズ98では期

待通りに機能す

るようになったようだ。

コンピュータを使うたびに、いちいちユーザ

ー名やパスワードを入力するのを面倒に感じ、

その結果、家族全員が同じデスクトップを使

い続けることで、電子メールのプライバシーが

守られなかったり、他の家族にあまり見られた

くないファイルをどう処理していいのかといっ

た悩みを持っていたりするファミリーユーザー

は少なくない。ファミリログオンでは一覧から

自分の名前を選ぶという簡単なインターフェイ

スにすることで、そのハードルを低くした。コ

ントロールパネルに新設されたユーザーアプレ

ットとともに、家庭でパソコンを使っているユ

ーザーはぜひ活用したい。
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複数の接続を束ねて高速なインターネット接

続として利用できるマルチリンクは、INSネッ

ト64を利用したMP接続でおなじみのものだ

が、ウィンドウズ98ではアナログモデム2台を

束ねるといった使い方もできれば、128KMP

を2つ束ねて256Kbpsといった利用もできる。

ダイアルアップネットワークに作成したエン

トリーは、プロパティーにマルチリンクタブが

新設され、ここでモデムやTAなどの追加デバ

イスを選択するだけでマルチリンクを使える。

ただし、接続先には同じアカウントでログオ

ンしようとするため、こうした接続方法を認

めているプロバイダーでなければ利用できな

い。多くは二重ログインのような状態とみな

され、2つ目のログオ

ンは不正なものとさ

れてしまうかもしれな

い。

hアナログ回線も2本束ねて高速に
hよく使うアプリケーションの起動が速くなる

一般コンシューマーを強く意識したウィンドウズ98は、パーソナルユーザーにいか

にインターネットを快適に使わせるか、そして、インターネットをウィンドウズの運用

にどう生かすかといったことを考慮し、関連機能を充実させた。また、見かけの

パフォーマンスを向上させるための工夫もある。ここでは、パーソナルユーザーにと

ってのウィンドウズ98を見ていくことにしよう。

家庭で使うならこの機能に注目！
パーソナル編パーソナル編

複数回線を束ねる『マルチリンク』

マルチリンクの設定画面。使用するモデム（TA）と電話番号を入れるだけ

Bのダイアログで個人用の細かい設定ができ
る。Aではユーザーの登録や削除を簡単に行
える。

B

A

家族で全員で使える『ファミリログオン』
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従来から、MSNのアイコンが用意されてい

たウィンドウズのデスクトップだが、ウィンド

ウズ98ではこれに加えてオンラインサービスと

いうフォルダーが置かれている。この中に、イ

ンターネット接続に利用できる各種サービスの

入会用ファイルが置かれることになるようだ。

今回配布されたベータ3では、MSNとAOLが

登録されているのみだが、出荷時にはもっとた

くさんのプロバイダーのアイコンが収録される

ことになるという。

なお、MSNのクライアントにはマルチキャス

トディテクターが搭載され、SNTPを使った時

刻合わせなどができるようになっている。

サインアップが手軽になる
『オンラインサービス』

ウィンドウズ98ではユーザーのアプリケーシ

ョン利用頻度が自動的にログ化されて保存さ

れる。どのアプリケーションを頻繁に起動した

か、そのアプリケーションはどのDLLファイル

を使うのかといった情報が蓄積されているのだ。

「ウィンドウズチュ

ーンナップ」は、

指定されたスケジ

ュールに従ってデ

フラグを実行する

際にこのログ情報

を読みとり、ハー

ドディスクで最も

もシーク（読み取り）速度が速い部分にアプ

リケーションから頻繁に呼ばれるファイルを配

置する。その結果、アプリケーションの起動は

従来より高速になるという仕掛けだ。

マイクロソフトでは、95年からこの機能の開

発を開始していたが、たまたまインテルにも

「Intel Application Launch Accelerator」と

して開発していたプロジェクトがあり、今回は

両者が技術提携する形でウィンドウズ98にイ

ンプリメントされたという。ちなみに、OSR2

以降で採用されているFAT32の4Kクラスタで

最も高いパフォーマンスが出るように配置が最

適化されるようだ。

スタートメニューには「Windows Update」

というメニューが用意された。これを実行する

ことで、WWWブラウザーとしてのインターネッ

トエクスプローラ4.0がマイクロソフトの用意

したウェブページを開き、ActiveXコントロー

ルによるアップデートウィザードが実行される。

ここでは、PC側のシステムファイルと、サ

ーバー側にある最新のシステムファイルとを比

較して、アップデート可能なものがあればそれ

を教えてくれたうえで、インストールまで自動

で行える。今回配布されたベータ3で試してみ

たところ、さすがにまだアップデートできるフ

ァイルはなく、実験用のテキストファイルが用

意されていただけだった。実際にアップデート

をかけてみたところ、そのファイルがダウンロ

ードされてメモ帳に読み込まれた。ハードウェ

アのドライバー類

などは、従来のよ

うにダウンロード

→展開→実行と

いった手順をふま

なくても、セット

アッププログラム

が自動的に起動

してインストール

の作業がそのまま

できるのだ。

また、アップデートをかけたあとも、古

いドライバーやファイルは自分のコンピュ

ータ内に保存されているため、新しくした

ファイルを古いファイルに戻すことも可能

だ。

ハードウェアドライバーの更新を自動で行う
『ウィンドウズアップデート』

アプリケーションの起動を早くする
『チューンアップウィザード』

チューンアップはスケジュールを設定してPCを使っていない
夜間などに自動で行うことができる

ウェブサイトにアクセスす
ると自分のコンピュータに
セットアップされているハ
ードウェアを自動的に調査
してくれる

デスクトップのアイコンからMSN（上）とAOL（下）にオンラ
インサインアップできる
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ウィンドウズNT4.0ですでに採用されている

VPN（Vertial Private Network）が標準装備

された。TCP/IPネットワーク上に仮想的なプ

ライベートネットワークを構築するもので、プ

ロトコルもTCP/IPだけではなくNetBEUIや

IPX/SPXなどが利用できる。

ネットワークコンピュータアイコンのプロパ

ティーを見ると分かるが、具体的にはダイアル

アップアダプタの1つ、つまり、仮想モデムと

して扱われる。

モデムやイーサーネットなどを使って構築さ

れた通常のネットワークリンクがあって、それ

を物理回線とみなしてダイアルアップ

するというイメージだ。普通のモデム

を使ってダイアルアップし、さらに、

仮想モデムでダイアルアップするとい

う順序になる。

VPNを使うことで、通信内容のセ

キュリティーは守られるので、インタ

ーネットごしにLANにリモートログイ

ンするような使い方をしても安全だ。

ただし、データ転送速度は多少犠牲

になってしまう。

なお、この機能を実現するためにWinsock

は2.0となり、IPマルチキャストやRSVPなど

にも対応した。

hプロバイダーから会社のLANにアクセス
hシステムエラーは自動修復

コンシューマー向けのフレーバーが強いウィンドウズ98だが、このOSは今もなお企

業で使われ続けているMS-DOSやウィンドウズ3.1を完全に駆逐する使命をも担っ

ている。ここでは、どちらかといえばエンタープライズ（企業）向けの機能として提供

される、ネットワーク関連やシステム管理に便利なユーティリティーなどについて見て

いくことにしよう。

仕事で使うならこの機能が強力！
エンタープライズ

出張先からLANにログインする
『VPN』

企業内のヘルプデスクを悩ませて続けてきた

ウィンドウズ95のトラブルシューティングだが、

このツールを使えば異常の原因究明はかなりス

ピードアップを

はかれるだろ

う。 従 来 の

「sysedit.exe」

を大幅にパワ

ーアップさせた

もので、ダイ

アログでウィン

ドウズ起動時

の細かい条件

設定ができる

というものだ。特に、「スタートアップ」タブ

では実際にスタートメニューのスタートアップ

に登録されたプログラム以外に、起動時に動

くようにレジストリーに登録されたプログラム

もリストアップされるので、何がイタズラをし

ているかをつきとめやすい。

また、ワトソン博士も新しくなり、現在のシ

ステム状況のスナップショットをかなり克明に

知ることができる。これらの新しいツール類を

見ていると、ウィンドウズ98の信頼性向上は

ウィンドウズ95に比べてシステム自体がさらに

安定したというよりも、不安定になってしまっ

たシステムをいかに元の状態に復帰させるかに

重きが置かれていることが分かる。

異常の原因を究明する
『msconfig』＆『drwatson』

「スタートアップ」に入っていない
起動時に立ち上がるアプリケーシ
ョンをオンオフできる。

ダイヤルアップネットワークの新しい接続を作る際に、
モデムの種類を「VPN」にする

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



INTERNET magazine 1998/4 229

ウィンドウズ95以降、さまざまな設定情報

はレジストリーデータベースに記録されるよう

になったが、ウィンドウズ98ではその基本的

な構造は変わらないものの、レジストリー情報

のデータベースを扱うモジュールに手が加えら

れてより高速に扱えるようになった。また、デ

ータベースは起動時にバックアップされるほか、

このユーティリティーで異常をチェックしたり

バックアップをとったりすることができる。

「WINDOWS」フォルダーの中の「SYSBCK-

UP」フォルダーに、5世代前までのレジスト

リー情報がCABファイルとしてバックアップさ

れる。また、このCABファイルは、「scan-

r eg . e xe」を

「/RESTORE」

オプションを付

けて起動するこ

とで、任意の世

代のレジストリ

ーに戻すことが

できる。ただし、

復元に関してはウィ

ンドウズ上ではでき

ず、コマンドプロン

プトモードで起動す

る必要がある。

レジストリーをしっかり管理する『レジストリチェッカー』

ウィンドウズ95時代にレ
ジストリーの破損で泣い
た人もこれなら安心だ

Windows98

デスクトップに新しくできたシステムフォル

ダーアイコンが「マイドキュメント」だ。

これは、起動ドライブのルートにある「My

Documents」というフォルダーへのショート

カットのように利用でき、そのプロパティーを

変更すれば、ネットワーク上であれローカルの

ハードディスクであれ、任意のフォルダーを指

すことができる。ただし、ショートカットでは

なくれっきとしたシステムフォルダーだ。

企業ユーザーにとっては、文書などをサーバ

ー上の特定のフォルダーに保存するようユーザ

ーに徹底する場合、ここを窓口とすることで操

作を分かりやすくできるだろう。

デスクトップのストレージをサ

ーバー上に持ち、そこに置かれ

たシステムフォルダーがまた別

のサーバーにあるといった使い

方ができるのが便利だ。

共有フォルダーへの窓口になる
『マイドキュメントフォルダー』

ネットワーク上にあるファイルサーバ
ーにも自分のマイドキュメントフォル
ダーを設置できる

システムファイルチェッカーは、DLLやOCX

などに代表されるシステムファイルの状態が正

しいかどうかを検査し、異常があればそれを復

元してくれるというものだ。たとえば、ウィン

ドウズフォルダーに入っているプログラム本体

「notepad.exe」をわざと削除してからこのシ

ステムファイルチェッカーに検査させると、異

常を検出してインストール時に使ったCABフ

ァイルからそれを復元する。また、変更と削除

をチェックするように設定することもでき、削

除されてしまったシステムファイルに関しても

その復元が可能だ。

仕掛けは簡単で、確認すべきフォルダーと確

認するファイルの種類を指定し、「default.sfc」

という名前のファイルに検証データを保存して

おく。システムファイルチェッカーに検査をさ

せると、この検証データに基づいてファイルを

調べ、過不足や破壊を検出するわけだ。この

検証データは任意の時点で自分で作成するこ

とも可能だ。システム管理者はユーザーが使う

ベストな状態の検証データを作っておき、問題

が発生したときには、それを使ってシステムを

健全な状態に戻すという利用方法が考えられ

る。

システムを健全な状態に戻す
『システムファイルチェッカー』

間違って大事なファイルを消してしまっても、あわてずにシ
ステムファイルチェッカーを起動すればOKだ
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びっくりするほど使いやすくなったのが赤外

線ポートだ。高速赤外線プロトコルが組み込

まれ、きわめて簡単な操作で赤外線ポート経

由で他のパソコンとファイルなどをやり取りで

きるようになった。

右クリックで表示される「送る」には、「赤

外線の受信側」という項目が用意され、これ

を選択するだけで範囲内にある赤外線が利用

可能なウィンドウズ98マシンに文字とおりフ

ァイルが送られる。受信したファイルはCドラ

イブのルートにある「My Received Files」と

いうフォルダーに保存される。

これを利用すれば、紙の名刺を交換する代

わりにVCardを交換したり、ミーティングのあ

とに書記のノートパソコンから他の出席者に議

事録をその場で送ったりといった使い方が、遊

びではなく本気でできる。資料の配付なども容

易だ。この機能に対応したデジタルカメラなど

が出てきたら、もっとおもしろく便利になるだ

ろう。

さらに、ネットワークに追加できるアダプタ

ーに「IrDA LANドライバ」なるものが用意さ

れ、これを利用する

ことで赤外線ポート

を使ったLANを構築

することができる。

hワイヤレスでファイルをやり取り
hスリープボタンでシャットダウン不要

ウィンドウズ95は、ノートパソコンのためのオペレーティングシステムだといって

もいいくらいにモバイルでの使用が配慮されていたが、ウィンドウズ98ではこれに

さらに磨きがかかっている。PCカードのホットプラグや省電力機能などが現時点

でウィンドウズNTには搭載されていない以上、ノートパソコンではすべてのウィン

ドウズユーザーがウィンドウズ9xを利用するのが賢明だ。

持ち運ぶならこの機能が最適！
モバイル編

ワイヤレスでファイルを
送受信できる『赤外線』

「Advanced Configuration and Power

Interface（ACPI）」を完全にサポートした

PCであれば、OnNowに対応したクイック

ブートが可能だ。ACPI対応のPCにはスタ

ンバイボタンが用意され、それを押すことで

PCがほとんど電力を消費しないスリープモ

ードに入り、もう一度スタンバイボタンを押

すと、眠りから覚める。

また、従来のAPMサポートのPCの場合

も、スタートメニューの中にあった「サスペン

ド」は「スタンバイ」と名前を変え、終了ダ

イアログの中に移動している。コントロールパ

ネルの「パワーマネジメント」も「電力の管

理」と名前を変えた。

システムをスタンバイにするまでの時間、ハ

ードディスクを止めるまでの時間、ディスプレ

イ表示を止めるまでの時間を、何通りでも設

定でき、タスクトレイのアイコンからワンタッ

チでこれを切り替えられる。初期設定ではAC

電源用とバッテリー用の2種類が用意されてい

る。

すばやく起こしてすばやく眠らせる『電源管理』

98年PC選びは「ACPI」対応。これからパソコンを買おうと思
っている人は参考にしてほしい

ケーブルなしにすぐにファイルをや
り取りできる。98年は本格的なワ
イヤレス時代になりそうだ
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以前はMicrosoft Plus!に付属していたもの

が標準添付となった。モデムを接続したウィン

ドウズ98マシンを待機させておき、外部から

の着信でそのマシンにログオンしてリモートア

クセスを実現するもので、LANに対するゲート

ウェイマシンの役割を担い、他のウィンドウズ

マシンに接続できる。

ダイアルアップルーターなどの普及で、PC

自体がリモートアクセスサーバーになれなくて

もさほど不自由を感じない時代ではあるが、ど

こでもTAでISDNを経由できる環境にあると

は限らない。手軽にサーバー環境を作るには重

宝するだろう。

「ウィンドウズの内容を表示したままドラッ

グする」などのビジュアル拡張機能はインター

ネットエクスプローラ4.0ですでに標準となっ

ているし、ウィンドウズ98ではコントロールパ

ネルにデスクトップテーマのアプレットも用意

された。そして、このリモートアクセスサーバ

ーの機能まで標準になったことで、Microsoft

Plus!のパッケージを入手しなければ実現でき

ないこと

はなくな

ってしま

った。こ

のモジュ

ールの添

付により

その使命

は終わっ

たといえ

る。

ちなみ

に、パーソナルウェブサーバーも添付

されているが、OSR2のようにサービ

スとしての登録ではなく、setupプロ

グラムでインストールするようになり、

ユーザーインターフェイスもかなり使

いやすく改良された。

ウィンドウズ98

はウィンドウズ95

を画期的に進化

させたものではな

い。ここで紹介し

たもの以外にも、

さまざまな新しい

フューチャーはあ

るのだが、ウィン

ドウズ95に接ぎ木

したイメージは免

れないのだ。

ただ、「Map-

Cache」および「WinAlign」と呼ばれるテクノロジーが採用され、メモ

リー管理のアルゴリズムに変更が加えられたことが、パフォーマンスを向

上させるなど、ある部分ではウィンドウズ95に対するアドバンテージも

ある。

だが、どうしても目につくのはインターネットエクスプローラ4.0によ

るアクティブデスクトップの提供であり、それがユーザーインターフェイ

スを大きく変えた点だ。しかも、それはIE4という形で手に入れようと思

えばいつでも手に入るフューチャーだ。

さらに、日本語「MS UI Gothic」フォントが新たに開発され、いわゆ

る半角カナがダイアログなどから追放されている点にかろうじて変化を感

じる。メニューが表示される際のアニメーションも新しいといえば新しい。

だが、ウィンドウズ95は当初のリリースからサービスパックを経て

OSR2に変化していることを忘れてはならない。現時点で、初期バージ

ョンとOSR2を比べると、まるで別物のOSのように見える。OSR2はプ

リインストールされた新しいパソコンといっしょに入手するしかなかった

ため、今もなお古いウィンドウズ95を使い続けざるを得ないユーザーも

少なくないはずだ。ウィンドウズ98はそんなユーザーにも新しい世界を

提供する。混在するさまざまなバージョンのウィンドウズを1つにまとめ

る役目も担っているわけだ。

OSは新しければそれでよいというものではない。安定してアプリケー

ションを動かせるプラットフォームとしては枯れていることも重要だ。そ

んな観点から考えると、ウィンドウズ98はとことん枯れたウィンドウズ95

であるといってもいい。何かを変えることで目新しさを醸し出すのではな

く、何も変えないことが功を奏することもある。人々がウィンドウズに求

めるのは、理不尽な不具合に悩まされることなく、安定して動いてくれ

ることなのだ。そういう意味では、ウィンドウズ98はOSの基本に立ち

戻ったリリースであり、それこそ誰もが待っていた製品なのかもしれない。

外から自宅のPCにつながる『リモートアクセスサーバー』

パーソナルウェブサーバーをセット
アップするだけで、トランザクショ
ンサーバーからフロントページエク
ステンションまで本格的なサーバー
ツールが一通りそろってしまう

Windows98

安定したOSの提供こそが

ウィンドウズ

98
の使命
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